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当メールニュースではイベントのお知らせや公募情報等、 
産学連携に関する情報をお流しいたします。 
会員の皆様への情報の配信をご希望の方は、news@j-sip.org 
あるいは産学連携学会事務局（j-sangaku@j-sip.org) までお寄せください。 
バックナンバー：http://j-sip.org/mail_news.htm 
 
[[[[ ヘッドライン ]]]] 
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北海道支部・産学官交流会「イノベーション・ダイアローグ」開催のご案内 
 
――――――――――――――――――――――――――――――――― 
 
 北海道支部では昨年に引き続き、産学官交流会「イノベーション・ダイア 
ローグ」を開催します。どなたでも参加できます。多くの皆様のご参加をお 
待ちしております。 
 
～産学連携学会北海道支部・産学官交流会「イノベーション・ダイアローグ」～ 
 
主催：産学連携学会北海道支部 
共催：会議・研修施設 ACU/アキュ 
 
テーマ：「我が国のスタートアップ支援システム」 
 
 産学官連携によるイノベーションのプロセスでは、スタートアップの形成 
と発展が鍵となります。近年、我が国ではスタートアップの発掘、支援に関 
して官・民のシステムがダイナミックな活動をしています。今回のイノベー 
ション・ダイアロ－グでは官と大手企業による取り組みの現状と、その中か 



ら生まれた実例の報告を行います。質疑に続き交流会（オードブル、アルコ 
ール付き）で情報交換をします。 
 どなたでもご参加できます。 
 
日時：2018 年 2 月 26 日（月） 18:30～20:40 
 
会場：会議・研修施設 ACU/アキュ、多目的ラウンジ（電話：011-272-3838） 
      札幌市中央区北 4 条西 5 丁目「アスティ 45」16 階 
 
会費：1,500 円 （レポートのみの参加は無料） 
 
【プログラム】 
 
18:30   開会 
 
１.レポート (18:30-19:15) 
 
18:30-19:00   「政府系支援機関と大手企業の取り組み」 
 
  中嶋泰雄氏 （特定非営利活動法人 産業技術活用センター 監事） 
プロフィール：日立製作所の CVC でベンチャーファンドの企画・投資、東北 
              大学研究推進本部特任准教授として文科省官民ファンドの企 
       画制度化。NEDO の諸施策（TCP, NEP, SSA）、三井住友フィ 
       ナシャルグループのピッチコンテスト「未来」、 
       ILS(Innovation Leaders Summit)でアドバイザー等を歴任。 
       北海道では NoMaps にて、ラテラ（2016 年審査員特別賞）、 
       ミルウス（2017 年 NoMaps 賞)のメンターとして事業化支援。 
 
19:00-19:15    「ビッグドリームを持って～ピッチから始まるリアルスト 
        ーリー～」 
 
 荒磯慎也氏 （株式会社ラテラ 代表取締役） 
プロフィール：農水省研修生、自治体職員を経て 2015 年に（株）ラテラを設 
       立。ベンチャーピッチで各種の受賞（2014 年パラシュート・ 
       北海道 X マーケティングアイディアコンテストで大賞、2016 
       年 NoMaps で審査員特別賞、2016 年 X-Tech で特別賞など）。 



２． ダイアローグ (19:20-20:40) 
 
19:20-20:40    名刺交換、交流会 
 
20:40          閉会 
 
申し込み先： castaraiso@gmail.com 
 
 
北海道職業能力開発大学校 荒磯恒久 
TEL: 0134-62-3553    FAX: 0134-62-2154 
ご氏名、ご所属、連絡先を添えて申し込みください。 
（申し込み締め切り 2 月 23 日(金)） 
 
――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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